
「龍南中学校の八月踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 龍郷町立龍南中学校 

２．学年・人数 全校生徒 122人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  令和７年10月23日（木） 龍南中学校体育館 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和７年11月２日（日）  龍南中学校校庭 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称   

  八月踊り（はちがつおどり） 

⑵ 由 来 

  八月踊りは，旧暦８月に稲の収穫を祝って踊られる踊りである。日程は

集落毎に異なり，10 月下旬から 11 月初旬の数日かけて，時には夜通しで

集落内の全戸を順に回りながら広場や庭で踊る習わしだった。現在は，簡

略化されて，集落内の広場や新築や引っ越してきた家の庭で踊られること

が多い。 

⑶ 構成等 

  チジンという太鼓に合わせて，男女が島唄を交互に歌いながら，八月踊

りを踊る。そして，八月踊りの最後は，六調（ろくちょう）で締めくくる。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

「総合的な学習の時間」に龍瀬集落の方々に来校していただき，踊り方を

教わった。歌詞を覚えるために歌詞カードを印刷し，全校生徒，教職員に配

布した。 

体育大会当日は，地域の方と連携して，多くの方が参加して八月踊りを楽

しんだ。参加者全員に声が聞こえるように音響を活用した。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【生徒】 

・ 集落によって八月踊りにも違いがあるんだなと思った。覚えるのは難し

かったけど，みんなで踊るのが楽しかった。    

【地域の方】 

・ 龍瀬集落は今年から小中学生も一緒に練習するようになった。歌えるよ

うになったり，太鼓も叩けるようになってきた。その成果を体育大会で披

露することができてよかった。輪番で，それぞれの踊りの違いを楽しむの

もいいところだと思う。 

【教職員】 

・ 八月踊りを踊り慣れていて，体に染みついていると思った。生徒たちが

自分の集落の踊りにアイデンティティをもっていることが分かった。 

 

    体育館での練習     体育大会で披露      

〔文化財伝承等の取組事例〕 


